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1.町名・町界整備の必要性

2.新町名の区域の考え方

3.新町名の名称の考え方

4.今後のスケジュール

本日の説明内容
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町名・町界整備の必要性

• 平成30年（2018年）3月26日、北海道日本ハムファイターズの新球場建設
候補地がきたひろしま総合運動公園予定地に決定、翌年から整備開始

• 令和3年（2021年）3月23日、新球場建設地を含む北広島市共栄の一部
39.4haを市街化区域に編入し、用途地域を商業地域に指定

• 令和3年4月30日、きたひろしま総合運動公園を「北海道ボールパークＦビ
レッジ」に名称を都市計画変更

• 「北広島市町名・町界整備実施基準」では、市街化区域を町名・町界整備実
施区域としていることから、当該地区に新町名を設定する
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新町名の区域の考え方

市街化区域
商業地域

• 市街化区域に編入した地区
39.4ha北広島市共栄の一部

• 町の境界は公道、河川、水路、
鉄道のなど施設により定める

（基準第6条）

• 形状は、簡明な境界線によっ
て区画された一団とする

（基準第7条）

• 規模は、当該地域の用途を考
慮して定める （基準第7条）
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新町名の名称の考え方

地域性を考慮し、親しみ深く、語調がよいもの（基準第8条）

■開発事業者のエリアビジョン
・プロスポーツの試合観戦だけでなく、多くの人が

このまちに集い、交流をはぐくむエリア

・子どもたちが未来に夢や希望を抱き、市民が誇りと

愛着を感じるとともに、まちづくりの様々な分野に

波及効果を生み出すエリア

・運動公園名「北海道ボールパークＦビレッジ」

■市のボールパーク構想
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新町名

例）北広島市Ｆビレッジ○番Ｆビレッジ
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地番の定め方（例）

基準点
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今後のスケジュール

時 期 事 項
令和4年（2022年）7月1日 北広島市町名・町界整備審議会に諮問

し、答申を受ける

令和4年（2022年）9月 令和4年第三回定例会に新町名案を提
出・議決

令和5年（2023年）1月1日 新町名施行


